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第２回斑鳩町財政健全化検討住民会議議事録 

 

日 時     平成１７年８月１６日（火） 午後２時５分～４時２０分 

 

場 所     斑鳩町役場 ３階 第１会議室 

 

出 席 者     会  長  桐 山 謙 一 

     委  員   川 喜巳雄 

           平 林 威久子 

           福 井 方 子 

           吉 田 建四郎 

           三 浦 晴 彦 

           城 崎 淑 子 

           秦   嘉 広 

     事 務 局      植 村 哲 男  総務部長 

           西 本 喜 一  総務課長 

           黒 崎 益 範  総務課課長補佐 

           西 梶 喜 也  総務課人事給与係長 

           植 嶋 滋 継  税務課長 

           清 水 修 一  税務課課長補佐 

           吉 村 俊 弘  税務課課長補佐 

           藤 原 伸 宏  企画財政課長 

           西 巻 昭 男  企画財政課課長補佐 

           福 居 哲 也  企画財政課政策企画調整係長 

           真 弓  啓   企画財政課財政係長 

 

傍 聴 者     １名 

 

＜会議資料＞ 

（事前配付） 資料１：町税について 

       資料２：使用料・手数料に関する調書 

       資料３：遊休財産に関する調 

       資料４：斑鳩町の団体等補助金 

       資料５：指定管理者制度の概要 

       資料６：特別会計の決算状況 

       資料７：中期財政見通しにおける普通建設事業費の状況 
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       資料８：イベント整理調書 

       資料９：土地開発公社の経営健全化に関する計画 

 

（当日配付） 資料番号なし：給与勧告の骨子（人事院勧告） 

       資料１さしかえ分 

       資料２さしかえ分 

       資料２関連追加：手数料に関する調書（保健事業原価計算書） 

               公共施設行政コスト総括表 

               一般廃棄物処理手数料 

 

 

事務局（藤原） 第２回の斑鳩町財政健全化検討住民会議を開催します。会長

の方で議事進行をお願いします。 

 

会 長  さっそく審議に入ります。資料も項目もたくさんあるが、前回、行

政改革委員会の答申と町職員の給与の概要の説明があった。順序から

いうと前回説明だけを受けたこれらの件について、ご意見をいただく

のが本来の流れではある。前回、問題項目の説明を全部聞いてから質

疑を行おうということにしたが、本日は、前回の分のご意見を先にい

ただくのがよいか、それとも、本日の項目も含め、説明を聞いた後、

まとめてやるのがよいか。 

 

吉田委員 全体を聞いてからでないと。特に町職員の給料については内容によ

っては変わってくる。 

 

会 長  全体を聞いてからでどうか。 

 

         （委員了承） 

 

会 長  それでは、全体を聞いて、その後、いくつかのグループに分けて質

疑をさせていただくこととする。では、さっそく、職員給与のつづき、

人事院勧告の方から説明願います。 

 

 

２．町職員の給与の概要について 
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事務局（黒崎） 資料番号なし「給与勧告の骨子」に基づき説明 

 

会 長  では、次に、町税について説明をお願いする。 

 

 

３．町税について 

 

事務局（清水） 収納対策について、資料１「町税について」に基づき説明。 

 

事務局（吉村） 町税の採用税率及び制限税率、市町村法定外普通税・法定外

目的税について、資料１「町税について」に基づき説明。 

 

会 長  もう少し詳しく説明願いたい。法定外普通税は奈良県の市町村では

ないのか。 

 

事務局（吉村） 奈良県ではない。 

 

 

４．使用料及び手数料について 

 

会 長  では、次に使用料及び手数料について説明願います。 

 

事務局（西巻） 資料２「使用料・手数料に関する調書」、追加資料「公共施設

行政コスト総括表」、「手数料に関する調書（保健事業原価計算書）」に

基づき説明 

 

 

５．遊休土地について 

 

会 長  では、次に遊休土地について説明願います。 

 

事務局（藤原） 資料３「遊休財産に関する調」に基づき説明 

 

会 長  次の会議で取得価格と評価額を書いておいていただきたい。 
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６．補助金について 

 

会 長  では、次に補助金について、少し詳しく説明願います。 

 

事務局（西巻） 資料４「斑鳩町の団体等補助金」に基づき説明 

 

会 長  具体的に交付している団体の名称が外郭団体しか出ていない。次回

に出していただきたい。そうでないと金額だけで分けられても、どう

すべきか分からない。団体の名称を聞けばどういう団体であるかよく

分かる。団体の名称なくして審議するのは無理だ。 

 

 

７．施設維持管理委託について 

 

会 長  では、次に施設維持管理委託について説明願います。 

 

事務局（福居） 資料５「指定管理者制度の概要」に基づき説明 

 

会 長  指定管理者制度を項目の中に入れ、説明をしたということは、この

会議で、３ヶ所予定している以外に広げよと、それについて意見を聞

きたいと、そういう意味か。わざわざここに入れたということは。 

 

事務局（藤原） 基本的には、町の施設についてこの制度を導入して、できる

だけ民間の力を借りたいと考えている。ただ、議論の方向として一つ

考えられるのは、幼稚園や保育所といった施設まで手を広げていくの

かどうかということである。そういったことについて、ご意見をいた

だければと考えている。 

 

会 長  新しい制度が自治法の改正でできたので、３ヶ所考えているけれど

も、斑鳩町としては積極的に活用したいと。それについて、この会議

の意見を聞きたいと、こういう理解でよいか。 

 

事務局（藤原） けっこうである。 

 

 

８．特別会計の状況について 
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会 長  では、次に特別会計の状況について説明願います。 

 

事務局（西巻） 資料６「特別会計の決算状況」に基づき説明 

 

会 長  次回に、介護保険の対象人員、認定状況も含めて付け加えていただ

きたい。これだけでは審議しづらい。 

     ５分間休憩します。 

 

（再  開） 

 

会 長  では再開します。特別会計について事務局から補足説明を願います。 

 

事務局（藤原） 特別会計について少し補足説明をさせていただきたい。なぜ

特別会計の財政状況を説明したかといいますと、まず、特別会計その

ものの健全化を図っていくこと。もう１点は、それと合わせて、町の

一般会計の方からいろいろな繰出しを行っている。具体的な例でいう

と、水道会計では、料金を抑えるという意味で町から補助金を出して

いる。これが約４，０００万円程度、水道使用料で１ｔあたり１５円

の計算になる。特別会計にしても水道会計にしても独立採算が本来の

建前となっている。こういった繰出しがいいのか悪いのか、いろいろ

あるが、含めてご意見を賜りたいと考えており、そのために説明をさ

せていただいたということである。 

 

会 長  次回は水道会計の説明をしてもらえるのか。 

 

事務局（藤原） させていただく。 

 

 

９．新規予定事業について 

 

会 長  次に、新規予定事業について説明願います。 

 

事務局（西巻） 資料７「中期財政見通しにおける普通建設事業費の状況」に

基づき説明 
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１０．事務事業（イベント）の整理について 

 

会 長  次に、事務事業（イベント）の整理について説明願います。 

 

事務局（西巻） 資料８「イベント整理調書」に基づき説明 

 

 

１１．土地開発公社長期保有地対策について 

 

会 長  次に、土地開発公社長期保有地対策について説明願います。 

 

事務局（藤原） 資料９「土地開発公社の経営健全化に関する計画」に基づき

説明 

 

会 長  土地開発公社の経営健全化は、どこの自治体ともバブルのときに都

市計画事業を進めるのに、高い土地を買って、そのまま目的に沿わず

に持っているということで大変な赤字になっているところが多い。土

地開発公社そのものの５年間の経営収支を次回に出していただきたい。

そうでないとどれだけ損失を被るのか具体的に分からない。 

     どこの自治体でも大問題であり、一般会計からの損失補てんもなか

なか難しい。 

 

 

１２．その他 

 

会 長  何か予定しているものはあるか。 

 

事務局（西巻） 手数料の追加説明をお願いしたい。追加資料「（添付資料）一

般廃棄物処理手数料」に基づき説明。 

 

会 長  他にないか。 

 

事務局（藤原） 前回、情報公開の原則にたってこの会議をやっていこうとい

うことですので、町においても、この会議の資料、会議録について、

情報公開コーナーでの公開とホームページでの掲載をしていきたい。
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会議録が出るということは氏名が公表されるということになるので、

ご了承いただきたい。 

 

会 長  みなさん、ご了承賜りますようよろしくお願いします。 

     ひととおり説明をもらったが、この住民会議で議論すべきこと、ま

た、本日までに説明のあった１２項目以外で検討した方がいい項目が

あればおっしゃっていただきたい。 

 

秦委員  福祉タクシーとコミュニティバスの利用と歳出状況の資料をいただ

きたい。コミュニティバスは非常に効率が悪い。ほとんど空気を運ん

でいるように見える。なおかつ、福祉タクシーがあると。後で議論し

ていくことかもしれないが、コミュニティバスは、町長や町当局にと

っては非常によい宣伝材料である。これだけのことをやっていると。

ただ、利用する人は、バス停までいく体力のある人しか乗れない。そ

れならばその費用を、玄関まできてくれるサービスが必要な方に、介

護タクシーに利用転換できないのか。 

     もう一つは、ＮＣバスに払っても斑鳩町の財政に税収として入って

こない。逆に、斑鳩町にある龍田タクシー、デイサービスの方に利益

をもたらせれば、当然、税として入ってくる。そういうことを考えて

やっていただきたいので資料をいただきたい。 

 

事務局（藤原） 次回に提出させていただく。 

 

城崎委員 町の収入を上げる方法を入れてほしい。 

 

会 長  現行の税財政制度の枠内で行政はやっているが、もともとの大きな

趣旨は、斑鳩町の財政収支をいかによくするかということについて、

アイデアを出そうではないかということでもある。現行の枠にとらわ

れずに、新しい将来の方向として、例えばこういう財源・税源を新た

に見つけたらどうかということだと思う。こういうことも議論の中に

加えていって、限られた歳入の中では、そう簡単に町の財政を豊かに

するものを見つけるのは難しいと思うので、住民の目で見た新しいア

イデアがあれば、ぜひ言っていただきたい。この次までに一度考えて

いただきたいと思う。 

     ひととおり説明を聞いたので、その質問、意見、改善策を次から述

べていただきたいと思うが、それが終われば、城崎委員のおっしゃっ
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たような新しいアイデアについて議論していきたい。一見、実現可能

が難しいものであってもいい。それも住民会議にふさわしいものであ

る。アイデアをいっていただくのは非常にいいことである。 

     特に、新しい財源、税源についてこういうものがあるというような

ことを三浦委員にぜひお願いしたい。 

     本日は、これで終了して次回から意見を交わしていきたいと思うが、

予算に反映させていくためには、短期の提案を１０月上旬までにしな

ければならないと考えている。提案を受けたからといってすぐ反映で

きるかどうかは難しいが。 

     説明を受けたこの膨大な資料を理解するのは大変なので、いろいろ

聞きたいことがあれば電話等で事務局の方、対応願いたい。あまり膨

大な資料を要求されないようにして、これまでの資料に基づいて聞い

ていただく程度にしていただきたい。資料要求は公式の席でいってい

ただきたい。 

     長期の提案も時間的に厳しいが、特に短期の提案は、月１回の開催

ペースでは難しい。９月に２回、１０月上旬に１回開催したいと考え

ているが、いかがか。 

 

（委員了承） 

 

     では、具体的な日を決めていきたい。 

 

城崎委員 議会の日程は影響ないのか。 

 

会 長  我々の答申は議会に左右されない。これは住民の意向である。町が

我々の答申に基づいて、答申の中で実行できる短期のものは、それを

予算編成の中に予算案として入っていく。その予算案が予算委員会で

審議され、そこで了承されれば了承されるのであって、我々の答申は

議会とは関係ない。 

     議会費の資料が入っていない。次回簡単でいいので出していただき

たい。 

 

吉川委員 ６月の議会だよりで、常任委員会の議員のあり方、付属機関への委

員としての参加、定数問題、住民の意見反映等、議会自身でも検討し

ようということになっていた。報酬の問題は出ていなかったけれども、

手当の問題が出ていたが・・・。 



 9  

 

 

事務局（植村） 議会の方でも議会運営委員会の方で、定数の問題、歳費の問

題についてどうあるべきか、議会自身で精力的に検討されている。議

会事務局長もその中にはいっており情報を知っているので、この会議

に招聘いただいて、どういう意向であるのかこの会議で検討いただけ

ればよい。 

 

会 長  早く聞きましょうか？ 

 

事務局（植村） 議会事務局長と相談のうえ、話をさせていただく。 

 

会 長  議会費も検討項目に入った方がよい。予算を削減しようとすれば、

定数や歳費の問題にふれざるを得ないので言っている。 

 

事務局（植村） 委員会制度をとっており、３常任委員会あり、一定の人数が

必要な場合もあるので、どれくらいの人数がいいのか苦労されている

点もある。 

 

会 長  議会は議会で自ら審議をされているのであれば、状況を言っていた

だくだけでもよい。より理解が深まる。 

 

秦委員  我々の提言することは議会を通さないとできないことばかりである。

そうすると、来年度予算に反映するのは、本当に限られたものしかな

いのではないか。来年度に反映できるものにどんなものがあるのか。 

 

会 長  町は執行機関として、我々の提案に基づいて予算案を議会へ提出す

る。それを適当であるかどうか議会が審議をすればよいのであって、

その辺は今のシステムで可能である。ただ、たちまち財政がよくなる

ような特効薬が出てくるかどうかは疑問であるが。 

 

秦委員  みなさんの感触として、町自身は、大きな町にしたいか、小さな町

にしていくべきか、その判断をしているのか。今日の説明では、指定

管理者制度が一番早い。補助金を減らすとか職員の給料減らすといっ

たところで、たかがしれた話である。逆にいえば、職員を目の前にし

ていうのも失礼だが、職員の給料を減らして、これから先、程度の悪

い職員しか入ってこないのなら意味がない。私は職員の給料削減は大
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反対である。 

 

会 長  大きな町にしていくというのは合併の問題か。 

 

秦委員  なんでもかんでも町でしようとすること。例えば、給食の調理を業

者に任せるとか、ごみの収集を業者に任せるとか。任せられることは

どんどん任していくと。ご存知とは思うが、給食の調理員さんの退職

金が３，０００万や４，０００万円の自治体もあるらしい。運転手の

年俸が１，５００万の自治体もあるらしい。バスを運転するのに、１，

５００万円払っても６００万円払っても、同じようにバスは走ります

から。そういう考え方が民間の考え方である。それを取り入れれば、

小さな削減をする問題以前に、小さな町をつくっていくという発想が

あれば、収支はみるみる改善していくと思う。ただ、それは町長にし

ても議員先生にしても、大変痛い話なのでなかなか受け入れてもらえ

ないと思う。それを我々のようなこのような会議が大いに声を上げて、

選挙なりに反映していくという方法をとらないと、なかなか収支はよ

くならないと思う。 

     職員の給料の話になると、これから先、国も税源を移譲してくるの

で、斑鳩町の職員の能力をもっともっと高めないと、財政も行政もや

っていけない時代がくると思う。だから、総枠の給料を減らす必要は

まったくないと思う。人数を減らして優秀な職員を育てることが大事。

人数を減らして優秀な職員に手厚くする。そして、やる気を出して町

を運営していく。こういう方向にもっていかないと。今であれば、一

人でできることを二人でやっている。 

     町がどれだけ小さな行政機関を受け入れてくれるかが収支改善のポ

イントだと思う。 

 

平林委員 職員の話がよく出てくるが、この１０年間で退職する方がかなりい

ると思うが、この退職金は人件費の中に入ってこないのか。 

 

会 長  入ってくる。人件費そのものである。 

 

平林委員 ここ１０年間、１５年間の退職する人の人数とか年齢分布があれば、

職員数の話に持っていけるのかなと。確か他の自治体でもこれくらい

の時期の退職者が多いと言われていた。視点の一つとしてほしい。 
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事務局（植村） 退職金の人件費については、斑鳩町は退職手当組合というも

のがあり、そこへ負担金を払っている。退職金は組合から直接本人に

支払われるが、退職の際に特別負担金というものもある。それも人件

費の中に入れている。 

 

平林委員 ここ１０年くらいが大きいという気がしているので。 

 

会 長  次回からの議論は、今日のこの順番でいきたいと思うので、職員の

給料、人件費は一番最初に入っているので、大いに議論したい。提言

すべきことをどんどん言っていただきたい。 

     それでは、日程の調整をさせていただきます。 

 

（日程調整） 

 

      ９月 １日（木）１３時３０分から 

      ９月２１日（水）１３時３０分から 

     １０月 ７日（金）１３時３０分から  で決定となる 

 

会 長  では、次回はいよいよ資料に基づきます質問とご意見をざっくばら

んにいただきたい。その間に、議会の関係をぜひよろしくお願いした

い。事務局長がこられたりするか。 

 

事務局（植村） 具体的に中身が進んでいれば、少なくとも事務局長にこさせ

て説明させた方がいいと思う。そこまででなければ私の方から説明さ

せていただく。 

 

会 長  お任せする。それでは、本日の会議を終了します。 


